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◇凡　例
1. 本年史は次のとおり時代区分し、記述した。

前　編
　 第 1 編「設　　立」
　 第 2 編「信金中央金庫（全信連）の動向」� 昭和25年度から平成20年度まで
後　編
　 第 1 編「信用金庫との絆を強化した時代」�  平成21年度から24年度まで
　 第 2 編「地域の持続的発展のため新たな一歩を踏み出した時代」
� 平成25年度から27年度まで
　 第 3 編「次なる10年に向けた基盤強化の時代」� 平成28年度から令和元年度まで
　 第 4 編「信金中央金庫の新たなる挑戦」

2. 本文の記述および資料の掲載は、原則として令和2年3月末までとした。
3. 漢字は「常用漢字表」に、送り仮名は「送り仮名の付け方」に、仮名遣いは「現代仮名遣い」
に準拠した。ただし、人名、固有名詞、法令用語および引用文は除いた。

4. 引用文は原文のまま掲載したが、旧字体は新字体に、漢数字はアラビア数字に改めた。
なお、信金中央金庫内部資料以外の引用文については出典を明らかにした。

5. 人名については、原則として敬称を省略し、役職名は記述内容当時のものとした。
6. 一般社団法人しんきん保証基金および連結子会社は、原則として法人格を省略した。
7. 原則として日本銀行は日銀、一般社団法人全国信用金庫協会は全信協、しんきん情報シス
テムセンターはSSCと略称した。

8. 年号表記は元号（明治、大正、昭和、平成、令和）を用い、原則として元号ごとに、項、目、
小見出しの初出の場合にのみ表示し、西暦を併記した。

9. 図表の番号は、図と表に分けて（章番号-節番号-連続番号）で表示した。
10. 計数の取扱いは次のとおりとした。

（1）数字はアラビア数字を用い、単位未満は原則として切り捨てた。
（2）構成比等の比率は原則として小数点以下第1位までとし、第2位以下を四捨五入した。
（3）計表中の記号は、特に断りがない限り次のとおりとした。
　　　「 0 」　ゼロまたは単位未満の計数
　　　「 - 」　該当計数なし
　　　「…」　計数不詳
　　　「△」　減少またはマイナス

（4）利率、利回りを%で表示したものは、特に断りがない限り「年利」である。


